
第3回科学者会議セミナー（※日本語です。SEMINAR WILL BE IN JAPANESE ）

量子テレポーテーションを用いた大規模光量子コンピューター
LARGE-SCALE OPTICAL QUANTUM COMPUTING WITH QUANTUM TELEPORTATION

種々の物理系で量子コンピューター開発が進められているが、その中で光量子コンピューターが注目されている。主な理由は、

⑴物質との相互作用が小さいため量子コヒーレンスを保ちやすい。室温で動作可能。

⑵高速演算が可能（キャリア周波数が100THZ を越えるため10THZ までクロック周波数を上げることができる）。

⑶時間領域多重が可能であり、それを用いて大規模量子もつれ状態生成が可能であるため、大規模量子コンピューターをつ

くることができる。

⑷光パルス1 つに多数の光子を入れることができるため、1 パルスが1 論理量子ビットとなり得る。

となっている。物質との小さな相互作用は、量子コンピューターにおけるゲート操作性と矛盾するものであるが、量子テレポー

テーションを用いることでゲート操作性を確保できる。量子テレポーテーションを用いることで、予め強い光で発現させた非線形

光学効果を単一光子レベルで動作している量子コンピューター内部で発現させることができる（量子ゲートテレポーテーション）。

量子誤り訂正可能とするのが、量子テレポーテーションであり、誤り耐性のある、真の意味での量子コンピューターを実現する

ためには、物理系に依らず量子テレポーテーションが必須となる。本セミナーでは以上のことを解説する。

日時/2020年1⽉10日（金）15：00-16：30
場所/和光・脳科学池の端研究棟3階⼤会議室（TV会議あり）
主催：理研科学者会議 問合せ：永長直人（nagaosa@riken.jp)
講師/古澤 明⽒（東京⼤学⼤学院工学系研究科物理工学専攻）
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